
第６学年理科学習指導案 

平成 24 年 11 月 8 日（木） 
                                  矢巾町立矢巾東小学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 てこの規則性 

 

２ 単元について 

 (1) 子どもについて 

   子ども達は今年度に入り，「燃焼の仕組み」「人の体のつくりと働き」「植物の養分と水の通り道」 

等で，実験や観察などを繰り返し学習してきている。それらの学習においては，一人一人が予想を 

立てて実験や観察を行い，その結果から分かることを個人で考察としてまとめ，グループや全体で 

話し合うことを通して内容をまとめるという活動を行ってきている。そうした学習を繰り返すこと 

により，子ども達は流れを理解し，見通しをもって参加することができるようになった。また，考 
察については，観察実験の結果を受けて自分なりに考えられることをまとめられるようになってお 
り，まとめにつながる話合い活動においても，組織立てて話し合うことができる。 

   本単元では，てこに興味・関心をもって追究する活動を通して，規則性について推論する力を身 
に付けさせるとともに，それらについての理解を図り，てこの規則性についての見方や考え方をも 
つことができるようにしたいと考える。 

   特別支援学級の子どもについては，積極的に実験に関わらせ，考察やまとめについては，穴埋め 

式などのシートを準備し，まとめることができるように支援にあたる。 

 (2) 教材について 

   本単元では，生活にみられるてこについて興味・関心をもって追求する活動を通して，てこの規 

則性について推論する能力を育てるとともに，それらについて理解を図り，てこの規則性について 

の見方や考え方をもつことができるようにすることがねらいである。てこの規則性は以下の通りで 

ある。 

  ア 水平につり合った棒の支点から等距離に物をつるして棒が水平になったとき，物の重さは等し 

いこと。 

  イ 力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾ける働きが変わり、てこがつり合うときは 

 
○子ども・指導者 
       第６学年１組（男子 18 名 女子 19 名 よつば学級 1 名 計 38 名） 谷藤みゆき 
       第６学年２組（男子 19 名 女子 18 名 計 37 名）         林崎 史宏  
       第６学年３組（男子 19 名 女子 19 名 計 38 名）         畑山 智明 
 
○時間・場所 
       第５校時（12：55～13：40）         第６学年２組 教室（第１次 1/4）  
       第６校時（14：00～14：45）          第６学年１組 教室（第２次 4/4）  

第６学年３組 教室（第２次 3/4）  
 



それらの間に規則性があること。 

  ウ 身の回りには，てこの規則性を利用した道具があること。 

   実験用てこなどの実験を生かして，どの子にも規則性の理解につながる活動を組んでいきたい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(3) 指導について 

指導にあたっては，導入の段階で，重いものをどうしたら楽に持ち上げることができるだろう 

かという問題を投げかけ，仮説を立てさせながら第 1次の実験を行わせる。その中で，同じおも 

りを使っても楽に持ち上げられる場所とそうでない場所が存在することに気付かせ，単元全体の 

見通しをもたせる。 

第 2次では，てこ実験器を使って行った実験の結果について，支点からの距離とおもりの重さ 

の関係などを表に整理することを通して，てこの規則性を捉えられるようにする。その際，算数科 

の反比例の学習と関連を図ることが考えられるので，その計算の仕方についても指導してから，実 

験結果の記入にあたらせたい。考察の場面では，2つの実験の結果から考えられることを個人でま 

とめ，それを全体で話し合うことにより，実験の結果をもとに推論する力をつけたい。 

第３次では，学習した規則性を生かしているものを探したり，自ら作ったりする活動を通して， 

てこのもつ特性を明らかにしていく。 

また，特別支援学級の子どもには，グループの中の役割をもたせて実験にかかわらせたり，実験 

結果をまとめるためのワークシート等を準備したりして指導にあたりたい。 

このような学習活動を通じて，子どもたちには実感を伴ったてこの規則性の理解につなげていく 

ことができるだろうと考える。 

 
３ 単元の目標と評価規準 

(1)  単元目標 
   てこの仕組みに興味をもち，おもりを持ち上げて手ごたえの大きさを調べ，てこを傾ける働きは，

作用点の位置や力点の位置によって変わることを捉えることができるようにする。また，実験用て

こで，てこが水平につり合う時の左右のおもりの重さと支点からの距離を調べて，てこがつり合う

ときのきまりを発見するとともに，てこを利用した道具の仕組みや使い方を考え，身の回りの様々

な道具でてこが利用されていることを捉えることができるようにする。 
 
 
 
 

 単元の系統図 
第 3 学年       第 5 学年     第 6 学年       中学 1 年    中学 2 年 
風やゴムの働き    振り子の運動    てこの規則性    力と圧力   電流     
物と重さ  光と音    電流と磁界 

                                                                         
中学 3 年 

運動の規則性 
力学的エネルギー 



(2)  単元の評価規準 
自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 
知識・理解 

①てこやてこの働きを

利用した道具に興

味・関心をもち，自ら

てこの仕組みやてこ

を傾ける働き，てこが

つり合うときの規則

性を調べようとして

いる。 
②てこの働きを適用し

てものづくりをした

り，日常生活に使われ

ているてこの規則性

を利用した道具を見

直したりしようとし

ている。 

①てこがつり合うとき

のおもりの重さや支

点からの距離を関係

付けながら，てこの規

則性について予想や

仮説をもち，推論しな

がら追及し，表現して

いる。 
②てこの働きや規則性

について，自ら行った

実験の結果と予想や

仮説を照らし合わせ

て推論し，自分の考え

を表現している。 

①てこの働きを調べ

る工夫をし，てこの

実験装置などを操

作し，安全で計画的

に実験やものづく

りをしている。 
②てこの働きの規則

性を調べ，その過程

や結果を定量的に

記録している。 

①水平につり合った棒の

支点から等距離に物を

つるして棒が水平にな

ったとき，物の重さは等

しいことを理解してい

る。 
②力を加える位置や力の

大きさを変えると，てこ

を傾ける働きが変わり，

てこがつり合うときに

はそれらの間に規則性

があることを理解して

いる。 
③身の回りには，てこの規

則性を利用した道具が

あることを理解してい

る。 
（3） 単元の指導と評価の計画（全 12時間） 

次 学習活動 教師の支援・留意点 評価規準及び評価方法 

 
     

○重い物を棒で持ち上げる映像等か
ら，棒を使う利点や，シーソーの映
像との共通点を考える。 

○数名の児童の行う砂袋を使ったてこ
の実験を観察する。 

 
 
○グループごとにてこを体感する。 
 
 
○楽にもち上がる方法について，予想
する。    （２組 本時 １/12） 

 
・実物や映像から，てこに関係あ

るものが，身の回りには多くあ
ることに気付かせる。 

・児童の感想を基に問題を作成す
る。 

 
 
・安全な実験の方法と支点・力
点・作用点等の用語とその意味
を指導する。 

 
 

 
 
 
 
 
 

第 

一 

次 
 

３ 
 

時 
 

間 
 

 
○実験の計画を立てる。 
 
 
 
 
 
 
○実験結果を記録し，発表する。 
 
 
 
              （2/12） 

 
・楽にもち上げるためにはどうし

たらよいか話し合わせる。 
・話し合いを基に計画を立てるよ

うにする。 
・変える条件と変えない条件を整

理して計画できるように支援
する。 

 
・支点からの距離と手ごたえの関

係を分かりやすくするために，
支点は棒の中央に固定して実
験するように助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

関心・意欲・態度① 
発言分析・記述分析 

棒をどのように使ったら，重い物を楽にもち上げられるだろうか。 

思考・表現① 
発言分析・記述分析 【実験１】力点や作用点の位置を変

えた時の手ごたえの違いを調べ

る。 
技能① 
行動観察・記録分析 



 
○実験結果から，支点からの距離と手
ごたえの関係について考察する。 

 
○まとめをする。 
 
 
 
 
 
              （3/12） 
 

  

第 

二 

次 
 

４   
 

時 
 
 

間 

 
○てこを傾ける働きは，おもりの位置
によってどのように変わるのか調べ
る。 

 
 
 
 
 
○てこが水平につり合うときには，ど
のようなきまりがあるのかについ
て，予想や仮説をもつ。 

○実験計画を立てる。 
              （4/12） 
 

 
・てこ実験器に下げたおもりの位

置を動かして傾ける働きの違
いを体感させる。 

 
 
 
 
 
・棒を使った実験で体験したこと 
を，基に予想や仮説をもたせる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
○実験する。        （5/12） 
 

 
・片方のうでに下げる位置と重さ

を固定し，もう片方のうでのお
もりの位置と重さを変更する
ように指導する。 

 

 
○前時の実験の結果から，きまりを予
想し，予想を確かめるための追実験
の計画をグループで話し合う。 

○追実験する。 
 
 
 
        （3組 本時 6/12） 
 

 
・前時の実験結果を基に，つり合

う位置と重さについて予想や
仮説を話し合うように助言す
る。 

・複数の場所におもりを下げて棒
を水平につり合わせた児童が
いたら，この状態でもてこのき
まりを利用して説明できるか
どうか考えるよう助言する。 

 

 

 
○実験結果から，てこが水平につりあ
うときのきまりについて考察する。 

 
 
○まとめをする。 
 
 
 
 
 
        （1組 本時 7/12） 
 

 
・片方のうでの位置や重さを固定

した実験と固定しない実験の
２つを統合してきまりを考え
るように助言する。 

 
 
 
 
 

 

作用点から支点までのきょりに比べ，支点から力点までのきょりが

長いほど，小さい力でもち上げることができる。 

思考・表現② 
行動観察・記述分析 

知識・理解② 
記述分析 

関心・意欲・態度① 
発言分析・記述分析 

てこが水平につり合うときには，どのようなきまりがあるのだろ

うか。 思考・表現① 
行動観察・記述分析 

思考・表現② 
行動観察・記述分析 

 力の大きさ（おもりの重さ）と支点からのきょり（おもりの位置）

の積が，左右で等しくなったときにてこは水平につり合う。 

【実験２】どのようなときにてこが水平に

つり合うのか，てこ実験器を使って調べる。 
技能① 
行動観察・記録分析 

技能② 
行動観察・記録分析 



第 

三 

次 
 

３ 
 

時 
 

間 

 
○上皿てんびんで重さを計測する操作
を想起し，上皿てんびんで物の重さ
をはかる。 

 
 
 
 
 
○てこ実験器を使い，てこのきまりを
適用して物の重さをはかる方法を試
す計画を立てる。 

 
 
 
 
 
 
              （8/12） 

 
・上皿てんびんの使い方を想起さ

せる。 
 
 
 
 
 
 
・片方のうでに分銅を下げ，もう

一方のうでに重さをはかりた
い物を下げて調べるように助
言する。 

・最初は重さを調べるものとおも 
りは，支点から等距離に下げて
活動する。その後，支点から距
離を変えても調べるように助
言する。 

 

 
○調べた結果を整理し，考察する。 
○まとめをする。 
 
 
 
 
 
 
              （9/12） 

 
 
 
 
 
 

 

 
○これまでに学習したことを活用して 
 てこやてんびんのつり合いのきまり

を利用したはかりをつくり，重さを
量る。 

             （10/12） 

 
・グループ毎に協力して作成し，
身の回りの物の重さを量る。 

 

第 
 

四 
 

次 
 
 

２ 
 

時 
 

間 

 
○釘抜きで釘を引き抜く様子を観察す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○てこを利用したと考えられる道具の
最善の利用方法を調べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
             （11/12） 
 

 
・第 1種のてこ（支点が力点と 
作用点の間にあるてこ）を利用 
した道具としての釘抜きの様
子 

を観察させ，小さな力で大きな 
力を出していることを観察さ
せ 

るとともに，支点・力点・作用 
点の位置を確認させる。 

 
 
 
 
 
 
 
・力点や作用点の位置を変えて道

具を使うように助言し，手ごた
えの違いを体感させるように
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

てこの規則性を生活に生かす方法を考えよう。 

【実験 4】てこを利用した道具の支点・

力点・作用点を見つけ，道具の仕組みと

働きの様子を調べる。 

思考・表現② 
発言分析・記述分析 

てこのきまりを使って，物の重さを比べたり，はかったりする

ことができるだろうか。 
技能② 
行動観察・記録分析 

思考・表現② 
発言分析・記述分析 

【実験３】てこ実験器を使って，物

の重さをはかる方法を考え，試し

てみる。 

知識・理解② 
記述分析 

支点から左右同じきょりに同じ重さの物をつるすと，棒は水平

につりあう。てこのきまりを活用すると，物の重さを比べたり，

はかったりすることができる。 

関心・意欲・態度② 
発言分析・行動観察 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○調べた結果をまとめる 
 
 
 
 
 
 
 
 
             （12/12） 
 

 
・支点・力点・作用点の位置関係

で 3種類のてこがあること，そ
れぞれに働きが異なることに
気付かせる。 

 

 

てこの規則性を活用して道具を使うようにすると，大変な仕事

も楽に行うことができる。 

関心・意欲・態度② 
発言分析・記録分析 

知識・理解③ 
記述分析 



４ 本時の学習指導 

(1) 第１次 １時間目（５校時 ２組授業） 

ア 本時の目標 

てこのはたらきに興味をもち，棒をどのように使うと重い物を楽に持ち上げることができるか

を進んで考え，いろいろな方法で試したり，予想を立てたりすることができる。 

 

イ 本時の指導にあたって 

      仮説１：自然の事象から問題を見いだし,自分の考えをもたせる指導を工夫することで,意欲的に 

活動を進めていくことができるだろう。 

      手立て：問題や見通し設定の工夫 

           身の回りにある「てこを利用した物」の映像を視聴することで問題を考えさせたり，そ 

れに対する予想をもたせたりする。その後，実際にてこを体感することによって，問題 

解決への意欲を持続させる。 

 

ウ 本時の評価基準 

【関心・意欲・態度①】 

○てこやてこの働きを利用した道具に興味・関心をもち，自らてこの仕組みやてこを傾ける働 

き，てこがつり合うときの規則性を調べようとしている。 

   【努力を要する状況への手立て】 

    ○興味・関心が低い児童には，生活経験を思い出させたり，実物を操作させたりして興味・関 

心を高めるように配慮する。 

    ○予想や推論を発言できない児童には，棒に数色のテープを巻いておき，テープの色を手掛か

りにして「赤いところをもったら～」「青いところにおもりを～」などと発言できるように

支援する。 

 

エ 本時の展開（第１次 第１時） 

段

階 

学 習 活 動 

☆言語活動 
指導上の留意点・評価  備  考 

つ
か
む 

８
分 

１ 重い物を持ち上げる映像か

ら，棒を使う利点やシーソー

の映像との共通点を考える。 

 

２ 数名の児童の実験の様子か

ら，問題を作成する。 

 

 

・実物や映像から，てこに関係あるものが身

の回りには多くあることに気付かせる。 

 

 

・棒をもって持ち上げた場合と，直接持ち上

げた場合を比較させるようにする。 

○焦点化・視

覚化―事

象提示 

（教師作成

のＶＴＲ

視聴・重さ

の体感・実

験観察） 
棒をどのように使ったら，重い物を楽にもち上げられるだろうか。 



 

見

通

す 
 
22          
分 
 

３ グループごとにてこを体感す 

 る。 

 

 

４ 楽に持ち上がる方法につい 

て，予想をもつ。 

 

 

 

 

・全員に直接の重さを体感させてからてこを

体感させる。 

・安全な実験の方法と支点・力点・作用点等

の用語とその意味を指導する。 

○体感化―

重さの体

感（てこ） 

○視覚化―

用語の理

解（図表の

紙板書） 

ま

と

め

る 

10 

分 

５ 予想を交流し，まとめる。 

 ☆根拠や理由を明らかにしなが 

ら発表する。 

  

振
り
返
る
５
分 

６ 学習を振り返る。 

 

７ 次時の学習内容を知る。 

・自分の学習を振り返り，自己評価をさせる。 

 

・次時の学習内容を確認し，意欲の喚起を図

る。 

 

オ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て】  

○興味・関心が低い児童には，生活経験を思い出させ

たり，実物を操作させたりして興味・関心を高める

ように配慮する。 

○予想や推論を発言できない児童には，棒に数色のテ

ープを巻いておき，テープの色を手掛かりにして

「赤いところをもったら～」「青いところにおもり

を～」などと発言できるように表現様式を与える。 

【関心・意欲・態度①】  

てこやてこの働きを利用した道具に興

味・関心をもち，自らてこの仕組みやてこ

を傾ける働き，てこがつり合うときの規則

性を調べようとしている。 

 
 
 
棒を使う利点     シーソーとの共通点 
・          ・ 
・          ・ 
・          ・ 

棒をどのように使ったら，重い物を楽にも

ち上げられるだろうか。 

てこを体感した感想 
・ 
・ 
・ 

予想 
楽にもち上げるためには？ 
・ 
・ 
・ 



 (2) 第２次 ３時間目 （６校時 ３組授業）  

ア 本時の目標 
    実験結果を基に，てこをかたむける働きと，力を加える位置や力の大きさとの関係を考え，て 

この働きのきまりをみつけることができる。 
  イ 本時の指導にあたって 

仮説２：主体的に観察・実験を行い，結果を分かりやすく整理する指導を工夫することで，結果 
適切にまとめることができるだろう。 

   手立て：結論を導く過程の工夫 
       一人一人予想を立てさせ見通しをもった実験を行わせる。 

また，つり合う位置や重さの関係が分かりやすい表を準備し，実験の記録を整理させる。 
  ウ 本時の評価規準 
   【技能②】 
    ○てこの働きの規則性を調べ，その過程や結果を定量的に記録している。 
   【努力を要する状況への手立て】 
    ○左側のおもりの重さと位置を固定して，右側の条件だけを変えて調べたり，結果を分かりや 

すく表にまとめたりするように，助言・援助する。 
  エ 本時の展開（第２次 第３時） 
段

階 
学 習 活 動 

    ☆言語活動 
指導上の留意点・評価 備 考 

つ

か

む 
４ 
分 

１ 問題を確認する。 
  
 
 

 
 
・前時の実験結果を受け，本時は，自分で立てた予

想を検証する実験を行うことを確認する。 

○場の構造化

―グループ

隊形 
○視覚化―実

験結果表 
見

通

す 
３ 
分 

２ 実験の手順を確認する。 

 
・実験の手順、グループ内での順番や役割を確認さ

せる。 
○参加促進化

―役割分担 
 （記録用シ

ート） 

た

し

か

め

る 
 
30 
分  

３ 仮説を基に実験を行う。 
 
 
 
 
 
 
 

・手順を紙板書などに表し，確認しながら実験を進

めさせる。 
・時間内に、たくさんの追実験を行わせる。 
・全員がてこを操作し，実験しているか机間指導に

より確かめる。 
・実験過程や結果は、学習シートに記入させる。 
 
 
 
 
 

○時間の構造

化―時間の

見通し（タ

イマー） 
 

てこが水平につり合うときには，どのようなきまりがあるのだろうか。 

【技能②】 
てこの働きの規則性を調べ，その過程や結果

を定量的に記録している。 



 
 
 
 
 

ま

と

め

る 
５    
分 

４☆グループ毎の結果を整 
理する。 

 ☆実験の結果をシートに 
記入する。 

 

 
 
 
 
 
 

○視覚化―結

果（表） 
 
 
 
 

振

り

返

る 
３

分 

５ 学習内容を振り返る。 
 
６ 次時の学習内容を知る。 

・自分の学習を振り返る。 
 
・本時の実験から考察をまとめていくことを知らせ

る。 

 

オ 板書計画 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

                      実験 

                                   
 

予想    
 
 

       

                     

 

                     

 

 

 

 

問題   てこが水平につり合うときには， 

     どのようなきまりがあるのだろう

 

〈左のうで〉 〈右のうで〉 

力点 

支点 

作用点 

 
 
 
 
 
 
 
 
前時の記録シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
本時のグループ毎の記

録 

【手立て】 
 左側のおもりの重さと位置を固定して，右

側の条件だけを変えて調べさせ，結果を分か

りやすく表にまとめるように，助言する。 



（3） 第２次 ４時間目（６校時 １組授業） 

ア 本時の目標 
    実験結果を基に，てこがつり合うときには，どのようなきまりがあるかを考え，まとめること

ができる。 
イ 本時の指導にあたって 

   仮説３：観察・実験の結果から結論を出す指導を工夫することで，科学的な見方や考え方を高め 
ることができるだろう。 

   手立て：結果から結論を出すための工夫 
       ２回の実験から得た結果を視覚的に捉えることができるように記号などを用いて表に 

整理し，予想・仮説と照らし合わせながら自分なりの考察ができるようにする。その後， 
班での話し合い活動を通して問題に対する考察を深める。また，追実験を行い，見付け 
た規則性について実感させる。 

ウ 本時の評価規準 
【思考・表現②】 
○てこの働きや規則性について，自ら行った実験の結果と予想や仮説を照らし合わせて推論し，

自分の考えを表現している。 
【努力を要する状況への手立て】 
 ○てこが水平につり合うときには，おもりの重さと支点からの距離が関係していることを考え

させ，支点からの距離を 2 倍にすると，重さは２分の１になってつり合うなどのヒントをあ

たえて支援する。  
エ 本時の展開（第２次 第４時） 

段

階 
学 習 活 動 
☆言語活動 

指導上の留意点・評価 
 ※特別支援学級児童への支援  

備 考 

つ 
か 
む  
５ 
分 

１ 問題を確認する。 
 
 
 
２ 実験結果の確認をする。 
 

 
 
 
 
・実験方法や，各グループの実験結果をまとめたも

のを提示し，実験結果を確認させる。 
 

 
 
○構造化・視

覚化－結

果の提示 
（紙板書） 

見

通

す

７ 

分 

３ 実験結果から考察する。 
☆実験結果から考えたこ

とをノートに記入する。 
 
 
 

 
※どんなときにてこがつり合ったかを記入しやす

いワークシートを用意する。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 てこが水平につり合うときには，どのようなきまりがあるのだろうか。 

【思考・表現②】 
てこの働きや規則性について，自ら行った実

験の結果と予想や仮説を照らし合わせて推論

し，自分の考えを表現している。 



 

 
 
 
 
 
 
 

  

た

し

か

め

る

７

分 

４ 実験結果を受けて，考え 
たことを話し合う。 
☆グループごとに自分の 
考えを発表し，交流する。 
 

・話し合いの際の役割分担をさせる。（進行・記録・

発表） 
・おもりの重さとおもりの位置の数値に着目させ，

てこがつり合う時の規則性を考えさせる。 

○構造化・参

加の促進

化－話し

合い活動 
（グループ

学習） 

 
               

ま  

と  

め  

る  
   

23  

分 

５ 分かったことをまとめ 
る。 

 
 
 
６ 追実験を行い，確かめ 

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 小さい力でも重い物を 

動かすことができる理由 
を考える。 

・話し合った結果から分かったことを全体でまとめ

ていく。 
・おもりの重さ→力の大きさ，おもりの位置→支点

からの距離であることをおさえる。 
 
・おもりの位置を複数箇所にした場合などについて

も実験をし，見つけた規則性がどのような場合で

も成り立つことを確認し，一般化を図る。 
・てこをかたむける働きは，力の大きさ（おもりの

重さ）×支点からの距離（おもりの位置）で表す

ことができることを確認し，考えさせる。 
 
 
 
 
 
 

 
・実用てこで物を持ち上げる場合を想定し，それを

実験用てこに置き換えて考えさせる。 

 
 
 
 
 
○視覚化－

一般化を

図る活動 
（実験用て 
こ） 

 
 
 
 
 
○視覚化・体

感化－生

活に返る

活動（実用

てこ・実験

用てこ） 

振
り
返
る 

３
分 

８ 学習内容を振り返る。 
 
９ 次時の学習内容を知る。 

・自分の学習を振り返させる。 
 
・次時の学習内容を確認し，意欲の喚起を図る。 

 

 力の大きさ（おもりの重さ）と支点からのきょり（おもりの位置）の積が，

左右で等しくなったときにてこは水平につり合う。 
（左のうで）         （右のうで） 
力の大きさ × 支点からのきょり＝力の大きさ × 支点からのきょり 
(おもりの重さ）   （おもりの位置） （おもりの重さ）   (おもりの位置） 

【手立て】 
てこが水平につり合うときには，おもりの重さ

と支点からの距離が関係していることを考えさ

せ，支点からの距離を 2倍にすると，重さは２分

の１になってつり合うなどのヒントをあたえて

支援する。 



オ 板書計画 
＜問題＞                     ＜まとめ＞ 
 
 
 
＜実験結果＞ 
 
 
 
 
 
＜考察＞ 
・（おもりの重さ×おもりの位置）が，左右のうでで     
 等しい時にてこがつり合う。 
 
 
 
 

てこが水平につり合うときには，どのよう

なきまりがあるのだろうか。 
 

力の大きさ（おもりの重さ）と支点からのきょり

（おもりの位置）の積が，左右で等しくなったとき

にてこは水平につり合う。 
（左のうで）         （右のうで） 

力の大きさ×支点からのきょり＝力の大きさ×支点からのきょり

（おもりの重さ）（おもりの位置）（おもりの重さ）（おもりの位置） 

 
てこをかたむけるはたらき 

表 
 

図 


